
佐
藤
貞
幹
と
日
清
戦
争

伊
　
東
　
書
日
　
昭

一
、　
は

じ
め

に

今
春
、
大
畑
哲
氏
よ
り
、
都
筑
瑯
の
民
権
家
佐
藤
貞
幹
に
つ
い
て
書
く
機
会

を
頂
い
た
。
た
だ
、
内
容
的
に

「
人
物
に
つ
い
て
、　
一
般
的
な
伝
記
で
な
く
、

あ
く
ま
で
民
権
期
の
活
動
と
思
想
を
中
心
に
」
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
貞
幹
の

一
面
し
か
描
き
切
れ
な
か

っ
た
と
い
う
思
い
が
残

っ
た
。

自
由
民
権
運
動
は
明
治
新
政
府
の
藩
閥
的
強
権
支
配
に
対
し
、
西
欧
流
の
自

由
主
義
思
想
と
、
江
戸
時
代
以
来
の
民
衆
闘
争
の
伝
統
の
上
に
展
開
し
た
、
近

代
史
上
、
特
筆
す
べ
き
権
力
へ
の
抵
抗
の
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
輝
や
か
し
い
評
価
に
対
し
、
所
詮
、
征
韓
論
争
に
敗
れ
下
野
し
た
板

垣
退
助
ら
の
権
力
奪
還
運
動
に
す
ぎ
な
い

「士
族
民
権
」
で
あ
る
と
か
、
在
地

に
お
け
る
旧
支
配
者
層
で
あ
る
豪
農
層
に
よ
る
、
既
得
権
確
保
、
保
身
、
権
力

へ
の
接
近
に
よ
り
上
昇
転
化
を
は
か
る

「
豪
農
民
権
」
、
ま
た
、
こ
の
運
動
も

結
局
は
政
府
の
圧
力
と
懐
柔
策
に
よ
り
敗
退
し
、
そ
の
挫
折
の
中
か
ら
国
権
論

が
台
頭
す
る
と
い
う
手
厳
し
い
解
釈
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

筆
者
に
は
こ
う
し
た
論
争
を
結
看
さ
せ
る
意
図
も
力
量
も
な
い
が
、
佐
藤
貞

幹
と
い
う

一
民
権
家
の
、
そ
の
民
権
運
動
期
だ
け
で
な
く
、
前
後
の
活
動
を
も

見
極
め
、
実
像
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
で
、
自
由
民
権
運
動
お
よ
び
民
権
家
と
呼

ば
れ
る
人
々
の
歴
史
的
意
義
を
再
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
前
稿

「
佐
藤
貞
幹
―
地
域
と
党
中
央
の
狭
間
で
―
」

（大
畑
哲

編

『
続

・
よ
み
が
え
る
群
像

・
神
奈
川
の
民
権
家
列
伝

（仮
題
）
』
か
な
し
ん

出
版
）
と
の
重
複
を
避
け
、
特
に
日
清
戦
争
期
に
お
け
る
佐
藤
及
び
そ
の
周
辺

の
活
動
を
紹
介
し
て
み
た
い
Ｃ
。

二
、

選
挙

干
渉

を

め

ぐ

っ
て

一
八
九

一

（明
治
二
四
）
年
、
第
二
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
民
党
は
政
府

提
出
の
軍
事
予
算
案
等
を
こ
と
ご
と
く
拒
否
し
、
さ
ら
に
海
軍
大
臣
樺
山
資
紀

に
よ
る
蛮
勇
演
説
も
加
わ
り
、
政
府

。
民
党
間
の
対
立
は
深
ま

っ
た
。
松
万
正

義
内
閣
は
混
乱
し
た
議
会
に
対
し
、
初
の
衆
議
院
解
散
を
命
じ
た
。
翌
年
の
総

選
挙
に
お
い
て
、
民
党
の
多
数
議
席
獲
得
を
警
戒
し
た
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎

に
よ
る
大
規
模
な
選
挙
干
渉
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も

係
わ
ら
ず
、
民
党
側
の
勝
利
に
終
わ
り
、
品
川
内
相
の
引
責
辞
職
を
結
果
し
た
。

民
党
側
で
は
政
府
の
選
挙
干
渉
に
対
し
攻
撃
を
仕
掛
け
る
の
だ
が
、
佐
藤
は

こ
の
問
題
に
関
し
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
自
由
党
事
務
所
に
お
い
て
八
月
二
十
五

日
に
関
東
自
由
党
員
、
十
二
月
二
十
三
日
に
院
外
自
由
党
員
、
そ
れ
ぞ
れ
有
志

に
よ
る
会
合
が
も
た
れ
、
こ
れ
に
出
席
し
て
い
る
２
。
会
の
目
的
は
前
後
の
事

情
か
ら
、
や
は
り
選
挙
干
渉
問
題
に
関
し
て
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
即
ち
、

翌

一
八
九
二

（明
治
二
六
）
年

一
月
十

一
日
、
神
田
錦
輝
館
に
お
い
て
、
院
外

自
由
党
の
総
会
が
開
か
れ
た
。
佐
藤
も
含
め
七
十
余
名
が
出
席
し
て
お
り
、

「
選
挙
干
渉
善
後
策
を
決
行
せ
ざ
る
以
上
は
内
閣
に
対
し
連
帯
責
任
を
完
ふ
せ

し
む
る
こ
と
」
、
他
を
協
議
し
て
い
る
３
。

ま
た
都
筑
郡
で
も
早
く
か
ら
有
志
ら
に
よ
る
、
警
察
官
の
選
挙
干
渉
や
忠
生

村
拷
間
事
件
に
つ
い
て
、
後
任
内
相
副
島
種
臣
に
対
す
る
陳
状
が
な
さ
れ
て
い

た
Ｔ
Ｖ
　
一
八
九
二
年
十

一
月
十
九
日
、
久
良
岐
郡
吉
田
新
田

（横
浜
市
中
区
福

富
町
）
の
旧
公
道
倶
楽
部
に
お
い
て

「神
奈
川
県
自
由
懇
親
会
」
と
銘
打

っ
て
、

こ
の
干
渉
事
件
に
関
す
る
協
議
会
が
開
か
れ
、
そ
の
趣
旨
説
明
を
佐
藤
貞
幹
が

行
な

っ
て
い
る
。
席
上
、
森
久
保
作
造
は
、
こ
の
問
題
が
地
価
修
正
な
ど
の
自

由
党
が
掲
げ
て
い
る
三
大
問
題
よ
り
も

一
層
重
大
で
、

「
之
が
矯
正
の
任
を
尽

す
は
県
民
の
代
表
者
な
る
県
会
議
員
諸
氏
に
あ
り
」
と
述
べ
、
議
員
も
県
会
解

散
を
覚
悟
し
て
運
動
に
あ
た
る
こ
と
に
決
し
た
旨
を
報
告
し
、
万

一
解
散
と
な

っ
た
場
合
に
は
旧
議
員
再
選
に

「
一
致
共
力
」
す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
３
。

十
二
月
の
県
会
の
最
中
、
十
二
日
に
有
志
者
大
会
が
清
爽
楼
に
お
い
て
催
さ

れ
、
県
知
事
内
海
忠
勝
と
警
部
長
荒
井
誠
美
の
罷
免
陳
状
運
動
が
決
定
さ
れ
、

翌
日
、
内
務
者
に
陳
状
が
な
さ
れ
た
Ｏ
。
陳
状
を
受
け
た
第
二
次
伊
藤
博
文
内

閣
の
内
相
井
上
馨
は
、
勅
任
宮
で
あ
る
知
事
の
罷
免
決
議
は
法
律
違
反
で
あ
る

と
し
て
？
Ｙ

既
に
十
二
日
、
知
事
よ
り
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
県
会
に
対
す
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る
解
散
命
令
を
出
し
た
．
こ
れ
に
対
し
民
党
側
で
は
、
翌
年

一
月
四
日
、
日
公

道
倶
楽
部
に
お
い
て
大
懇
親
会
を
開
き
、
か
ね
て
の
公
約
通
り
、

「県
知
事
及

警
部
長
罷
職
建
議
案
に
賛
成
せ
し
旧
議
員
は
総
て
再
選
す
る
事
」
を
可
決
し
た
。

再
選
議
員
の
候
補
者
は
既
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
佐
藤
も
小
島
貞
雄
と
共
に
都

筑
郡
か
ら
推
さ
れ
て
い
た
分
９

二
月

一
日
の
選
挙
の
結
果
は
、
小
島
が
再
選
、

新
し
く
小
泉
太

一
郎
が
当
選
し
、
佐
藤
は
落
選
で
あ
っ
た
。

佐
藤
に
は
翌
年
の
半
数
改
選
で
県
議
に
返
り
咲
く
機
会
が
あ
り
、
新
治
村
有

志
よ
り
推
薦
を
受
け
て
い
る

（じ
。
新
治
村
は
か
っ
て

一
八
八
九

（明
治
二
二
）

年
の
県
議
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
郡
書
記
の
小
池
貞

一
が
推
薦
書
を
回
送
し
た

云
々
で
問
題
に
な
っ
た
折
、
毎
日
新
聞
社
宛
に
佐
藤
が
高
得
点
当
選
を
果
た
し

た
の
は
、
投
票
が

「同
氏
郷
里
及
び
近
傍
よ
り
多
く
」
、

「
同
氏
の
人
望
も
其

の
地
方
に
あ
り
」
と
弁
護
し
た
こ
と
も
あ
る
地
域
で
あ
る
⑩
。
し
か
し
結
果
は
、

こ
の
度
も

「佐
藤
貞
幹
は
無
資
格
な
り
」
と
い
う
趣
旨
の
文
書
が
選
挙
区
内
に

発
送
さ
れ
、
小
島

・
小
泉
に
敗
れ
て
い
る
。
警
察
で
は
、
そ
の
文
書
内
容
が

「無
実
」
で
あ
る
と
し
、
発
信
者
を
被
告
と
し
横
浜
地
方
裁
判
所
検
事
へ
告
発

し
た
と
い
う
０

。
こ
れ
は
佐
藤
の
人
気
が
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
競

争
者
に
と
っ
て
は
、
事
実
無
根
の
罪
状
を
並
べ
立
て
て
で
も
彼
を
陥
れ
な
け
れ

ば
当
選
が
確
信
で
き
な
い
程
、
佐
藤
が
今
だ
に
地
域
の
信
望
を
集
め
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
神
奈
川
県
青
年
会
と
日
清
戦
争

一
八
九
二

（明
治
二
六
）
年
二
月
二
十
六
日
、
愛
甲
郡
厚
本
町
萬
年
楼
に
お

い
て
、
相
模
地
方
の
有
志
に
よ
る
大
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

「
相
陽
青
年
会
」

が
誕
生
し
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
横
浜

。
久
良
岐

・
橘
樹

・
都
筑
の
有
志
と
合

体
し
、

「神
奈
川
県
青
年
会
」
と
し
よ
う
と
い
う
協
議
が
進
め
ら
れ
、
あ
ら
か

た
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
有
志
に
は
、
佐
藤
の
他
に
加
藤

（金

子
）
馬
之
助

・
小
島
釘
雄

・
桜
井
光
興

。
上
田
忠

一
郎
ら
が
い
た
っ
。

ま
た
翌
四
月
二
十
三
日
に
は
川
和
の
瑞
雲
寺
に
お
い
て

「都
筑
郡
倶
楽
部
設

立
懇
親
会
」
が
開
か
れ
、
佐
藤
も
発
起
人
と
し
て
、
小
島

・
桜
井

・
小
泉
ら
と

共
に
名
子
連
曇
蜀
て
い
る
。
同
長
業
部
は
翌
年
四
月
十
九
日
に
臨
時
大
会
を
開

き
、
郡
歯
書
骨
の
代
表
百
四
十
名
を
集
め
て
い
る
０
。

佐
藤
の
意
議
は
政
治
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
面
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
ら
し

く
、
同
年
八
月
に
は
、
福
井
直
吉

・
山
田
嘉
穀
ら
と
共
に

「
相
王
鉄
道
株
式
会

社
」
の
発
起
人
と
し
て
、
県
庁
を
通
じ
通
信
省
へ
敷
設
認
可
の
願
書
を
提
出
し

て
い
る
。
格
州
大
住
郡
平
塚
駅
か
ら
武
州
南
多
摩
郡
八
王
子
に
至
る
鉄
道
致
設

計
画
で
、
七
十
万
円
の
資
本
総
額
で
、
年

一
割
の
利
益
配
当
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
た
と
い
う
０
。

さ
て
、
日
清
戦
争
が
始
ま
る
と
、
政
府
と
対
抗
し
て
き
た
民
党
も
、
国
家
存

亡
の
危
機
に
際
し
て
は
、
進
ん
で
戦
争
協
力
の
姿
勢
を
見
せ
た
。
以
下
、
自
由

党
の

『党
報
』
３
か
ら
関
係
記
事
を
拾

っ
て
み
る
．

第
六
十
五
号

（
一
八
九
四

・
七

・
二
五
）

ｏ
神
奈
川
青
年
会

同
会
は
大
会
を
開
き
て
、
目
下
の
急
務
た
る
朝
鮮
事
件
に
付
左
の
議
決
を
為
し

た
り
。
　

一

一　

朝
鮮
事
件
に
付
義
勇
兵
を
組
織
す
る
こ
と

一　
義
勇
兵
募
集
委
員
は

一
部
二
十
名
以
下
を
置
く
こ
と

一　
募
集
の
義
勇
兵
は
委
員
よ
り
藤
沢
駅
丸
山
神
奈
川
県
青
年
会
事
務
所
に

通
知
す
る
こ
と

一　
義
勇
兵
費
に
充
つ
る
為
め
有
志
者
の
義
捐
金
を
募
集
す
る
こ
と

但
し
義
勇
兵
募
集
委
員
に
委
托
す
る
こ
と

一　
募
集
の
期
限
は
本
月
二
十
日
限
り
と
す

第
七
十
七
号

（
一
八
九
五

。
一
。
二
五
）

ｏ
関
東
自
由
会
懇
親
会

去
る
二
十
二
日
関
東
自
由
会
の
人
々
は
、
本
挽
町
萬
安
に
於
て
新
年
宴
会
を
催

ふ
し
た
り
。
来
会
の
人
々
は
大
凡
そ
五
十
余
名
。
利
光
鶴
松
氏
は
発
起
人
総
代

と
し
て
、
本
日
新
年
宴
会
を
兼
ね
て
朝
鮮
よ
り
帰
朝
せ
し
星
、
瀬
戸
の
両
氏
の

報
道
を
聞
か
ん
が
為
め
に
此
の
会
を
開
ら
き
た
る
由
を
告
げ
、
次
に
星
氏
及
び
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瀬
戸
氏
よ
り
朝
鮮
に
関
す
る
談
話
あ
り

。
田
村
順
之
助
氏
は
今
回
森
久
保
作
蔵

其
の
他
の
諸
氏
が
清
軍
渡
航
の
事
に
決
し
た
る
を
以
て
、
不
日
其
の
送
別
会
を

開
ら
か
ん
事
を
発
議
し
、
満
場
之
を
賛
成
し
て
夫
よ
り
宴
会
に
移
り
、
盃
酒
数

行
主
客
歓
を
極
め
て
散
会
せ
り
。

第
八
十
三
号

（
一
八
九
五

。
四

。
二
五
）

ｏ
我
党
同
志
膨
湖
島
に
病
む

我
党
同
志
、
神
奈
川
県
森
久
保
作
蔵
、
秋
山
林
太
郎
、
佐
藤
貞
幹
、
大
塚
教
四

郎
等
の
諸
氏
は
、
量
き
に
軍
夫
を
率
ひ
て
混
成
枝
隊
と
共
に
膨
湖
島
に
向
ひ
た

り
し
が
、
悪
疫
流
行
の
為
め
療
姻
蛮
務
の
中
、
疫
病
に
罹
り
、
諸
氏
皆
九
死
の

中
に
在
り
。
其
惨
毒
実
に
悼
む
べ
き
な
り
。
左
に
内
藤
氏
の
書
翰
を
掲
く
。

拝
啓
久
々
御
無
音
に
打
過
き
候
段
奉
謝
候
。
陳
者
森
久
保
君
を
始
め
小
生
等

一
同
は
、
去
月
六
日
字
品
港
を
解
績
し
、
十
二
日
佐
世
保
に
着
港
。
同
所
二

三
日
間
滞
在
。
十
五
日
同
所
発
出
、
二
十
三
日
膨
湖
島
に
上
陸

（戦
中
病
者
二

十
名
を
出
し
、
内
死
亡
八
名
あ
り
）
。
直
ち
に
開
戦
勝
利
を
得
、
翌
二
十
四
日

膨
湖
全
島
を
占
領
し
た
り
。
船
中
、
伝
染
病
流
行
し
、
玉
組
軍
夫
中
、
該
病
に

罹
り
し
者
凡
八
九
十
名
。
今
日
迄
に
死
亡
せ
し
者
三
十
名
の
多
き
に
至
り
。
然

れ
ど
も
今
日
の
所
に
て
は
病
勢
大
に
減
じ
候
。
森
久
保
作
蔵
、
秋
山
林
太
郎
、

大
塚
教
四
郎
、
佐
藤
貞
幹
、
佐
藤
岩
吉
、
馬
場
米
吉
、
須
崎
隆
三
、
石
井
発
太

郎
、
吉
村
喜

一
郎
、
沼
田
某
其
他
三
十
名
程
は
、
今
後
四
五
日
間
を
経
過
せ
ば

全
治
致
す
見
込
に
御
座
候
間
、
御
安
心
被
下
度
候
。
三
多
摩
郡
よ
り
出
張
せ
し

者
の
内
、
壬
二
名
を
除
く
外
、
通
信
す
る
者
無
之
と
思
考
仕
候
間
、
甚
だ
恐
入

候
得
共
、
貴
君
よ
り
各
有
志
者

へ
御
通
報
有
之
度
、
此
段
願
上
候
。
勿
々
頓
首
。

二
十
八
年
四
月
三
日
夜
認

在
膨
湖
島
　
　
内
　
一膝
　
武
兵
衛

石
　
阪
　
口日
　
孝
　
　
君

右
に
就
き
、
在
京
党
員
の
有
志
者
は
、
不
取
敢
宝
丹
数
百
包
を
送
り
、
尚
多
摩

郡
有
志
よ
り
も
、
酒
類
其
他
予
防
に
必
要
な
る
薬
剤
等
を
送
る
筈
な
り
。
吾
輩

は
諸
氏
の
速
に
健
康
を
恢
復
し
て
、
報
告
の
志
業
を
遂
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
る
。

戦
時
中
、
義
友
兵
組
織
を
考
え
た
の
は
神
奈
川
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
的
に

か
な
り
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
七
年
八
月
七
日
付
で
、

「
忠
良
愛
国
の

至
情
」
を
認
む
る
も
、

「国
に
常
制
あ
り
、
民
に
常
業
あ
り
。
非
常
徴
発
の
場

合
を
除
く
の
外
、
臣
民
各
々
其
常
業
を
勤
む
る
こ
と
を
怠
ら
ず
、
内
に
は
益
々

生
殖
を
進
め
、
以
て
富
強
の
源
を
培
ふ
は
朕
の
望
む
所
な
り
」
と
し
、
義
勇
兵

は
必
要
な
し
と
す
る
詔
勅
が
出
さ
れ
て
い
る
３
‥
同
詔
勅
の
中
で
、

「
臣
民
の

協
同
」
を
謳
い
な
が
ら
も
、
結
局
は
、

「
我
忠
武
な
る
陸
海
軍
の
力
を
用
ゐ
、

国
の
稜
威
と
光
栄
と
を
全
く
せ
む
こ
と
を
期
す
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
よ

”
薇

「
場

競
蒙
は
輸
際
い
に
お
綱
酬
”
謙
補
”
御
嘲
』
ｒ

ｏ 国
家
利
益
の
み
を
重
ん

「
義
勇
兵
」
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
書
簡
に
あ
る
よ
う
に

「軍
夫
」
と

し
て
の
従
軍
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
権
運
動
斜
陽
化
に
反
比
例
し

て
、
国
権
論
が
急
速
に
台
頭
し
て
く
る
理
由
の

一
つ
を
、
旧
民
権
派
に
生
ず
る

で
あ
ろ
う
こ
う
し
た
忠
誠
心
を
さ
え
抑
圧
せ
ん
と
す
る
政
府
に
対
す
る
反
感
の

中
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、

お

わ

り

に

前
稿
と
併
せ
、
佐
藤
貞
幹
の
生
涯
を
、
わ
か
る
限
り
追

っ
て
み
た
つ
も
り
で

あ
る
。
前
稿
で
は
紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
民
権
期
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の

係
わ

っ
た
民
権
結
社
の
羅
列
に
停
ま

っ
た
向
き
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
意

義
を
解
明
で
き
た
と
は
い
え
ま
い
。
特
に
神
奈
川
県
会
に
つ
い
て
は
、
勉
強
不

足
で
、
今
後
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
佐
藤
の
言
動
を
位
置
付
け

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
個
々
の
民
権
家
お
よ
び
県
会
議
員
等
と
の
つ
な

が
り
も
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
に
し
て
も
、

『毎
日
新
聞
』
な
ど
の
史
料
に
直
接
当
た
る
余
裕
が
な
く
、

『横
浜
緑
区
史
』
、
及
び
相
沢

「年
表
」

（注
２
参
照
）
を
利
用
さ
せ
て
頂
く

結
果
と
な
っ
た
。
内
容
も
史
料
紹
介
の
域
を
出
な
い
お
粗
木
な
も
の
と
な
り
、

充
分
に
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
前
稿
で
利
用
し
た
史
料
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
尚
、
県
会
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関
係
の
も
の
は
量
も
膨
大
で
あ
り
、
値
別
に
取
り
あ
げ
て
も
無
意
味
か
と
も
思

わ
れ
る
の
で
、
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

注

Ｅ

　

『
自
由
党
々
報
』
に
お
け
る

「義
勇
兵
」
関
連
記
事
の
所
在
は
、
新
井

一
弘
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

２
　
相
沢
雅
雄

「
都
筑
の
埋
れ
た
自
由
民
権
家

・
佐
藤
貞
幹
家
を
探
る
～
特

に
幕
末
期
の
佐
藤
家
に
つ
い
て
」

（緑
区
郷
土
史
研
究
会

『都
筑
文
化
』
３
、

一
九
八
三
年
二
月
刊
）
中
の
佐
藤
貞
幹
を
中
心
と
し
た
都
筑
郡
自
由
民
権
運

動
関
係
年
表
」
よ
り
。

３
　
緑
区
史
編
集
委
員
会

『横
浜
緑
区
史
』
史
料
編
第
二
巻

（
一
九
八
六
年

一
二
月
刊
）
所
載

『毎
日
新
聞
』
記
事
よ
り
。　
ｐ
４‐８

８
　
一削
掲
、
相
沢

「年
表
」

３
　
一削
掲

『緑
区
史
』
、　
ｐ
４‐

Ｃ
　
横
浜
開
港
資
料
館

『市
制
施
行
と
横
浜
の
人
び
と
～
明
治
二
十
年
代
の

横
浜
～
』

（
一
九
八
八
年

一
月
刊
）
所
載
、

「
『毎
日
新
聞
』
横
浜
関
係
記

事
年
表
稿
」

ｐ
‐７

●
　
中
丸
和
伯

『神
奈
川
県
の
歴
史
』

（山
川
出
版
社
、　
一
九
七
四
年
初
版

刊
）
、　
ｐ
２４７

８
　
一削
掲

『緑
区
史
』
、　
ｐ
４‐
。
反
対
に
、　
ス
「
回
干
渉
問
題
に
反
対
せ
し

議
員
に
し
て
再
選
せ
ぎ
る
を
決
せ
し
人
々
」
と
し
て
、

「都
筑
郡
笈
川
某

（

新
兵
衛
）
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

〇
　
一削
掲
、
相
沢

「年
表
」

⑩
　
一削
掲

『緑
区
史
』
、　
ｐ
４‐

３
　
同
、　
ｐ
４‐

つ
　
一則
掲
、
相
沢

「年
表
」
。
神
奈
川
県
青
年
会
が
実
際
、
い
つ
発
足
し
た

か
は
未
調
査
な
の
で
、
会
の
組
織
状
況

・
活
動
内
容
な
ど
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

３
　
同
、

「
年
表
」

９
　
一削
掲

『
緑
区
史
』
、　
ｐ

４２
。
尚
、
同
鉄
道
会
社
が
認
可
さ
れ
、
実
際
に

発
こ
し
た
か
ど
う
か
〓
下
詳
．．
直
教
テ
扉
ｉ
ｔ
ら
南
華
い
ｃ

Ｏ
　
文
献
資
料
刊
行
会

一
優
〓
三
主
党
々
議

』
三

（鰭
董
男
、　
一
九
七
五
年

一
〇
月
刊
）

３
　
同
、

『党
報
』
第
六
一
六
号

（≡
治
二
七
年
■
月

一
五
日
）

３
　
小
松
裕

「
自
由
民
権
百
年
運
動
と
は
質
で
あ

ン́
た
の
か
―
第
二
回
全
国

集
会
に
参
加
し
て
―
」

（
『歴
史
学
研
究
」
咆
蓋
）
に
以
下
の
文
章
が
あ
る
。

「
…
…
国
権
論
の
問
題
、
あ
る
い
は
国
権
派
の
輩
雲
が
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ

な
か

っ
た
こ
と
に
、
私
は
大
き
な
疑
間
を
感
じ
た
。
…
…
甲
申
政
変
に
際
し

て
全
国
的
に
ま
き
お
こ
っ
た
義
勇
軍
結
成
運
動
の
中
に
、
対
東
ア
ジ
ア
外
交

の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
民
権
派
と
国
権
派
団
体
と
が

一
緒
に
運
動
す
る
と
い
う

構
図
が
出
現
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
、
す
で

に
条
約
改
正
反
対
運
動
の
形
態
が
先
取
り
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
し
か

も
、
欧
米
列
強
に
対
す
る
国
権
回
復
で
は
な
く
し
て
、
お
も
に
清
国
に
対
し

て
の
威
信
回
復
の
問
題
と
し
て
と
り
く
ま
れ
た
運
動
で
あ
る
か
ら
だ
。
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
降
の
国
権
問
題
は
、
…
…
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
対

外
硬
と
い
う
側
面
も
あ
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
方
が
〃
軟
弱

″
な
政
府
よ
り

も
う
ま
く
で
き
る
と
い
う
民
権
派
の
自
意
識
の
発
露
と
捉
え
て
ゆ
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。
」
日
清
戦
争
期
の
義
勇
兵
組
織
は
、
十
年
前
に
表
面
化
し
た
、
こ

う
し
た
民
権
家
た
ち
の
意
識
の

一
層
露
骨
な
表
出
と
い
え
よ
う
。

（
一
九
八
八

・
八

・
二
七
稿
了
）

史
料
編

　

　

（適
宜
、
句
読
点
を
附
し
た
。
）

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』

一　

金
子
馬
之
助
、
育
英
社

・
共
愛
社
設
立

明
治
１３
年

（
一
八
八
〇
）
４
月
８
日

○
先
頃
の
紙
上
に
神
奈
川
県
下
都
筑
郡
石
川
村
な
る
金
子
馬
之
助
氏
が
育
英
、

共
愛
の
三
社
を
設
立
せ
し
こ
と
を
掲
げ
し
が
、
今
尚
ほ
聞
く
所
に
拠
れ
ば
、

育
英
社
は
同
氏
の
設
く
る
所
な
れ
ど
、
共
愛
社
の
若
き
は
他
に
数
名
の
発
起

者
あ
り
て
、
同
氏
は
唯
其
社
員
な
る
由
。
而
し
て
該
社
は
慈
善
者
の
結
合
せ
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る
者
に
し
て
、
一其
目
的
之
す
る
者
は
、
貧
民
を
救
助
し
、
及
其
子
弟
の
学
に

志
ざ
す
者
に
学
資
を
与
ふ
る
等
の
こ
と
な
り
と
。
又
向
後
は
毎
月
数
回
に
演

説
講
談
会
を
開
か
ん
と
、
日
今
協
議
申
な
り
と
云
ふ
。

一一　
神
奈
川
県
民
懇
親
会
の
広
告
　
　
　
Ｈ
月
暫
日

神
奈
川
県
民
懇
親
会

右
本
月
二
十
八
日
午
後

一
時
よ
り
枕
橋
本
百
松
楼
に
於
て
開
筵
す
。
乞
ふ
有

志
の
諸
君
来
会
あ
ら
ん
こ
と
を
。

Ｏ
同
志
０
諸
君
は
二
十
四
日
迄
に
、
麹
町
区
富
士
見
町
五
丁
目
十
六
番
地
石

阪
方
へ
御
通
知
あ
つ
た
し
。

〓
一　
武
蔵
本
部
懇
親
会
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２
月
７
日

〇
一
昨
日
は
予
て
前
号
に
記
せ
し
如
く
、
神
奈
川
・県
下
武
州
北
多
摩
都
府
申

駅
称
名
寺
に
於
て
、
午
後
よ
り
勧
業
教
育
薇
説
会
を
開
き
、

（略
）
．
又
た

同
日
は
同
駅
高
安
寺
に
於
て
、
同
塁
卜
武
蔵
六
郡
の
有
志
者
が
懇
親
会

，を
開

き
し
に
、
来
会
す
る
者
百
五
十
余
名
。
席
上
、
会
員
石
坂
、
坂
谷
、
柴
田
、

佐
藤
ヽ
比
留
間
、
里
見
、
吉
野
等
諸
氏
の
演
説
あ
り
て
、
実
に
近
日
に
稀
れ

な
る
盛
会
な
り
し
、
此
懇
談
会
を
開
く
こ
と
に
付
て
専
ら
周
旋
尽
力
し
た
る

人
々
は
、
本
多
定
年
、
吉
野
泰
蔵
、
石
坂
周
孝
、
中
村
某
―
成
内
某
の
諸
氏

な
り
と
の
事
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

四
　
武
相
懇
親
会
の
広
告

・明
治
１４
年

（
一
八
八
一
）
１
月
％
日

武．
相．懇
紐
会．藤
告，

・来
る
三〓
十
酔
本
会
を
南
多
摩
郡
原
町
日
駅
吉．
一町
機
上
に
関
き
、
同
目
肥
塚
、

末
広
、
上
傑
三
発
生
の
来
会
を
期
し
、
午
後

一
時
よ
り
薦
上
演
舌
・を
為
す
ｏ，

有
志
諸
彦
来
臨
あ
れ
，

十
四
年
第

一
月
　
世
話
人
謹
自

③
傍
点
は
大
活
字
。
尚
、
一前
後
数
日
に
わ
た
り
同
様
の
広
告
を
掲
載
。

五
ｌ
ａ
　
橘
樹
郡
親
睦

・会
の
広
告
　
　
１
月
％
日

一中
藤
楡
緋
器
内．静
君．
へ．告．く。

来
　
月
十

一
日
当
郡
親
睦
宴
会
を
神
奈
川
高
台
田
中
楼
に
於
て
開
会
す
。
有

志
の
諸
・君
は
同
月
七
日
ま
て
に
同
楼

へ
御
報
知
あ
ら
ん
こ
と
を
。

幹
　
事

五
ｌ
ｂ
　
橘
樹
郡
親
睦
会
の
広
告
　
　
２
月
１
日

武．
藤
格
緩
誰
離
静
群
ヽ
告。
く。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

釆
二
月
十
一
日
当
部
親
一駿
宴
会
を
神
奈
川
高
台
日
申
楼
に
於
て
開
含
す
。
同

日
午
後
一
時
よ
り
、
沼
間
、
本
広
、
上
篠
三
氏
の
演
説
あ
り
。
有
志
の
諸
君

は
同
月
七
日
ま
て
に
同
楼
へ
御
報
知
一あ
ら
ん
こ
と
を
。
但
、
会
費
金
八
十
儀

御
持
参
之
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

幹

事
　
　
・

但

人語挙董
ノ`

拾

彗
日

機讐讐[履曇
の

資 信良目竃
幹 鐘 敏 作 孝

河 田 石 添 鈴 浅

合 中 井 田 本 田

平 光 直 知 直 定

蔵 弼 方 義 成 賢

石 荒 添 鈴 浅

井 浪 日 本 田

直 孫 知 直 定
四

方 郎 義 成 賢
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河 田

合 中

平 光

蔵 弼

小 平 榎 佐 松
笠
原 野 本 藤 尾

友 重 貞 壽

¬ 鍾 輔 美 幹 雄

一ハ
　
橘
樹
郡
親
睦
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
１３
日

○
予
て
広
告
あ
り
し
如
く
、　
一
昨
十

一
日
は
我
か
神
奈
川
県
下
橘
樹
郡
人
の

親
陸
会
を
神
奈
川
台
の
田
中
楼
に
開
か
れ
ぬ
。
此
会
は
岩
田
道
之
助
、
添
田

知
義
の
両
氏
専
ら
之
を
企
て
、
浅
田
、
鈴
木
、
石
井
、
田
中
、
河
合
の
諸
氏

之
が
幹
事
と
な
り
、
松
尾
橘
樹
郡
長
を
以
て
会
主
と
な
せ
し
者
に
て
、
其
日

や
相
会
す
る
者
無
慮
三
百
人
。
末
広
重
恭
、
上
條
信
次
の
両
氏
及
ひ
敵
社
の

吉
田
次
郎
も
其
招
き
に
預
り
た
り
。
座
定
る
や
松
尾
氏
起
ち
て
橘
樹
郡
親
睦

会
の
初
発
に
当
り
、
先
づ
諸
君
に
郡
名
に
因
め
る
柑
子
を
贈
り
て
之
を
祝
せ

ん
と
す
と
述
べ
、
柑
子
の
徳
に
準
へ
て
橘
樹
郡
の
美
を
頌
し
、
夫
よ
り
地
勢

の
京
浜
に
際
せ
る
を
以
て
、
此
土
地
人
民
の
此
利
を
得
ん
と
欲
し
て
得
さ
る

け
卿
微
¨
計
顔
を
」
農
れ
燃
」
準
講
師
肺
れ
い
れ
は
刹
嘘
嘲
織
け
嘲
章
）
猜

以
て
結
束

（
コ
ン
ク
リ
ウ
シ
ョ
シ
）
と
な
せ
り
。
続
ひ
て
岩
田
氏
は
同
郡
の

有
志
を
募
り
て
政
説
演
説
会
を
連
月
橘
樹
郡
に
興
す
べ
き
こ
と
の
当
時
に
必

要
な
る
を
説
か
れ
た
り
。
二
説
と
も
能
く
其
の
精
細
の
論
旨
を
尽
し
て
洩
ら

す
所
な
か
り
し
。
次
に
末
広
氏
は
紀
元
節
の
祝
詞
ヽ
上
條
氏
は
気
慨
の
説
、

吉
田
生
は
政
党
論
等
を
演
し
、
右
終
る
や
更
に
宴
会
を
開
き
、
甲
唱
へ
、
乙

和
し
、
妓
走
り
、
客
舞
い
、
藷
藷
た
る
和
気
、
田
中
楼
を
軍
め
て
、
橘
樹
全

郡
の
親
睦
を
描
き
出
し
、
実
に
心
地
よ
き
こ
と
に
て
あ
り
し
。

七
　
第
二
回
神
奈
川
県
懇
親
会
の
広
告
　
Ｈ
月
３０
日

第
二
回
神
奈
川
県
懇
親
会

右
は
来
十
二
月
四
日
午
後

一
時
よ
り
枕
橋
八
百
松
楼
に
於
て
開
筵
す
。
有
志

諸
彦
来
会
あ
ら
ん
事
を
乞
ふ
。
但
、
来
会
の
方
は
二
日
迄
に
神
田
蟷
燭
町
十

四
番
地
山
田
金
兵
衛
方
え
御
通
知
あ
れ
。
○
会
費
金
八
十
銭
、
当
日
御
持
参

の
事
。

石
　
坂
　
曰自
　
孝

〇
松
尾
は
前
日
二
十
九
日
の
広
告
で
、

素
雄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
川
崎
警
察
署
文
書
』

秘
川

口
＝

‐‐
Ｈ
国

定
時
報
告

一
、
都
筑
郡
旧
県
会
議
員
佐
藤
貞
幹
は
衆
議
院
議
員
の
候
補
者
た
ら
ん
と
欲

し
、
頻
り
に
奔
走
、
只
今
橘
樹
郡
内
に
も
入
り
勧
誘
中
の
趣
き
。
然
れ
共
、

末
た
其
勧
誘
の
手
段
を
知
る
能
は
ず
。
専
ら
探
偵
中
に
在
之
候
。

右
之
外
、
報
告
す
へ
き
事
故
無
之
、
此
段
上
申
候
也
。

明
治
二
十
三
年

四
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
橘
分
署
長

警
部
長
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